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４月９日，豊松小学校グラウンド他周辺施
設で2017車輪村が開催されました。今年で
10回目の開催となった車輪村は，「イベント
を通して神石高原町を全国にPRし活性化さ
せたい」と集まった地元の若者が企画し運営
する，スタッフ全員がボランティアの手作り
イベントです。会場は，全国から駆け付けた
大勢の人で盛り上がりました。

全国から3,500人が来場（2017車輪村）
今月の表紙
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「いきいき百歳体操」は高齢で虚弱な人も簡単にできて，特に
足の筋力強化に効果があるため，全国で広まっている体操です。
これは筋力体操のみにとどまらず，続けることで一人一人が元
気になり，人と人のつながりや地域づくりにもつながるものです。
今回，津山市で体操を平成16年から続けられ，また国のアド
バイザーとして活動されていた講師をお招きし，体操の実際につ
いてご講演いただきます。
ぜひ参加し，これからの健康増進～介護予防～元気な地域づく
りに役立てましょう。

日　時：平成29年６月29日（木）
　　　　午後１時30分～３時30分
場　所：総合交流センター　じんせきの里　ホール
講　師：岡山県津山市役所　健康増進課　主査
　　　　作業療法士　安本　勝博 先生
内　容：「いきいき百歳体操」について
　　　　 今なぜ，身近な通いの場が必要なのか津山市

での取り組みより体操の効果や注意点・継続
のポイントなど

神石高原町地域づくりによる介護予防推進事業

元気な地域づくりを
実現しましょう

いきいき百歳体操講演会

お問い合わせ先　保健課地域包括係　☎89-3377

※�健康づくり・介護予防・地域づくりに関心の
ある方などどなたでも多数ご参加ください。
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神石高原町ブライダルセンターでは，未婚の男女を対象に，結婚相談所によるカウンセ
リング，お見合いのセッティングや婚活イベントの開催など，出会いの場を積極的に提案
しています。

神石高原町ブライダルセンターとは？

お問い合わせ先　保健課（子育て支援係）　☎89-3368

母子推進員はみなさんの相談役です
子育てのこと，しつけのことなど
一人で悩んでいませんか？
母子推進員は，子育て中のお母さ
んたちに，母子保健に関する情報を
提供したり，妊娠や子育て全般につ
いて，訪問してお話を伺いながら，
必要なネットワークにつないでいく
身近な相談役です。町長から17名
の方が委嘱されましたので，お気軽
に声をかけて相談してくださいね。

平成29・30年度� ※敬称略
油木地区 神石地区 豊松地区 三和地区

世羅 　裕枝 田邊 　和江 三宅 久美子 前原 　篤子 瀬尾 　博美

高橋 江利香 田邊 　　緣 岡本 　純子 赤木 みよ子 木本 　敦子

前原 　博美 南部 久仁子 馬屋原 玲子 佐々木 澄子

矢田貝 茂子 日下 多壽子 土居 由紀子
※推進員証を携行しています

神石高原町ブライダルセンターの
結婚相談員を募集します！

【お問い合わせ先】神石高原町ブライダルセンター（まちづくり推進課内）☎89-3332

結婚相談員の募集について
町内において結婚を希望する独身男女の結婚相
談や結婚相手の紹介などの活動を行っていただ
ける方を結婚相談員として募集します。

応募上の注意事項
① 自己の利益や営利を目的とした活動はできま

せん。
②20歳未満の方は申込みできません。
③ 活動にかかる経費については，原則自己負担

となります。

応募方法とスケジュール
申　込
　随時募集しています。
　 申込書および誓約書を提出していただきます。
※�様式は事務局（まちづくり推進課内）または町のホー
ムページにてご確認ください。

委　嘱（委嘱状の交付）
　 申込内容を町で審査のうえ，申込みから１カ

月以内に町から直接委嘱状が届きます。
連絡会議への出席
　 委嘱後，月１回開催する連絡会議の案内が結

婚相談所長から届きますので，出席してくだ
さい。

主な活動内容
① 町内の結婚を希望する独身男女またはその家

族からの結婚に関する相談受付を行う。
② 結婚相談所へ登録されている情報および自身

が持つ情報をもとに結婚相手を紹介する。
③ 結婚相談所連絡会議（月１回開催）へ出席す

る。
④ その他，結婚相談事業に必要と認められるこ

とを行う。
　任期：任命の日からその年度の末日まで
　　　　（再任を妨げない）
　結婚相談所へ登録されている方へ結婚相手を
紹介し，その方が成婚し町内へ住むこととなっ
た場合，30万円を結婚相談員へお支払いします。

（進捗状況を結婚相談所連絡会議で報告する必
要があります。）
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神石高原町食育推進ネットワーク協議会　食農教育部会

骨の健康を考え
上手にとろう
カルシウム！

毎月19日は食育の日食育
ミニ知識

日本人は，もう長い間カルシウムの摂取量が必要
量に達していません。カルシウムは一度にたくさん
とっても，吸収できる量が限られています。毎日の生
活の中で気をつけて，牛乳・乳製品・小魚や海藻，カ
ルシウムを多く含む小松菜などの野菜を食事やおや
つに上手に取り入れながら，コツコツとっていく必要
があります。
また，健康な骨をつくるためには，カルシウムだけ
でなくたんぱく質やビタミンＣ・Ｄなども十分に摂取
できるよう，栄養バランスのとれた食事にすることが
大切です。
さらに骨の成長を促すためには，適度な運動を行

うこと，そして成長ホルモンが分泌され働くようにす
るために，夜更かしを避け，十分な睡眠をとることも
大事です。
「骨粗しょう症」は高齢者の病気と思われがちです
が，実はその第一歩は子ども時代から始まっています。
成長期に十分に骨量を増やしておくことが大事です。

―「人権」とは「全ての人々が生命と自由を確保し，
それぞれの幸福を追求する権利」あるいは「人間が
人間らしく生きる権利で，生まれながらに持つ権利」
であり，だれにとっても身近で大切なもの，日常の
思いやりの心によって守られるものです。―
　今回の「シリーズ　人権を考える」では，「アイヌ
の人々」についてお伝えします。

Series

vol.6

アイヌの人々
アイヌの人々は，固有の言語や伝統的な儀式・
祭事，多くの口承文学（ユーカラ）など，独自の
豊かな文化を持っていますが，近世以降のいわゆ
る同化政策などにより，今日では，その文化の十
分な保存・伝承が図られているとはいいがたい状
況にあります。アイヌの人々に対する理解が十分
ではないため，就職や結婚などにおいて偏見や差
別が依然として存在しています。アイヌの人々に
対する理解と認識を深める必要があります。
� （法務省　―主な人権課題―より引用）
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町 立 病 院 か ら の お 知 ら せ

平成29年度 担当医配置表
診察開始時間：８：30開始� （平成29年５月１日～）
※（眼科・呼吸器・内藤クリニック＝９：30開始）※（脳神経外科＝10：00開始）※（もの忘れ外来＝13：00開始）

月 火 水 木 金
１　診 原　田 阿　嶋 原　田 原　田 阿　嶋
２　診 古　川 服　部 古　川 服　部 服　部

３　診 杉　本
福山市民（第１・３） 広島大学

（毎週）
古　川（第１・３・５）福山市民（第１・３）

漆　谷（第２・４）
広島大学（第２・４・５） 阿　嶋（第２・４） 原　田（第５）

５　診 外科（毎週） 杉本 脳神経外科
※（第１）要予約 杉　本（第３以外） 外科（毎週）

６　診 内藤クリニック
※（毎週）

もの忘れ外来
※（毎週）要予約 整形外科（第２・４）

７　診 眼科
※（毎週）

呼吸器内科
※（第２）要予約

内　科 町立病院 町立病院 町立病院 町立病院 町立病院
外　科 広島大学病院 内藤クリニック 広島大学病院
眼　科 広島大学病院

整形外科 県立広島病院
脳神経外科 寺岡記念病院
呼吸器内科 県立広島病院

総合外来 町立病院
福山市民病院

広島大学病院 町立病院
福山市民病院
倉敷中央病院

広島大学病院 町立病院
もの忘れ外来 町立病院※（毎週）

受付時間：８：00～11：30（ただし，救急は24時間対応）� 面会時間：２階病棟 11：00～13：00，15：00～20：00
注　意：医師の都合により診療日を変更することがございます。� 　　　　　３階病棟 � 8：00～20：00

町 立 病 院 か ら の お 知 ら せ

新任医師紹介
古川　正愛�内科医師

４月から神石高
原町立病院に着任
しました古川正愛
（ふるかわ　まさ
ちか）です。
平成23年度に
一年間診療援助に

来ていましたので，ご存知の方もお
られるかもしれません。とはいえ，
電子カルテ導入など，環境が変化し
たところもたくさんありますので，
早く仕事に慣れるよう努力していま
す。日常の診療だけでなく，暮らし
ていく上での皆さまの医療面・介護
面での困りごとに，少しでもお役に
立てたら幸いです。
よろしくお願いいたします。

町では，『男女が，互いの違いを認めあい，互い
に人権を尊重しながら，その個性と能力を十分に発
揮し，社会のあらゆる分野において共に参画し，責
任も分かちあうことのできる男女共同参画社会の実
現』を目指して「神石高原町第２次男女共同参画推
進基本計画（平成29年３月）」を策定しました。今
後は，本計画に基づいて各種施策を推進します。
○計画の基本理念  
　誰もが尊重しあい　自立し
� 輝けるまち　神石高原町
○計画の基本目標
　１　共に尊重しあうまち　
　２　誰もがあらゆる場で平等に輝けるまち
　３　誰もが自立し，安心して暮らせるまち

「神石高原町第 2次男女共同参画
推進基本計画」を策定しました

お問い合わせ先　まちづくり推進課　☎89-3332
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トピックス＆ニュース
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﨑
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さ
れ
ま
し
た

神
石
小
学
校
が
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞

丹
下
　
大
さ
ん
を
神
石
高
原
町
経
済
大
使
に
任
命
！

に
当
た
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
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績
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も
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。

長
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を
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さ
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。
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携
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﨑
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、
会
談
で
は
入
江
町
長
が
掲
げ
る
８
つ
の
挑
戦
の
う
ち
の

「
超
高
付
加
価
値
農
業
の
実
現
」に
向
け
、「
神
石
牛
」「
ト

マ
ト
」な
ど
の
町
の
ブ
ラ
ン
ド
を
さ
ら
に
価
値
あ
る「
Ｊ
Ｉ

Ｎ（
神
）プ
レ
ミ
ア
ム
ブ
ラ
ン
ド
」と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
力
の

向
上
や
販
売
促
進
を
図
る
た
め
、
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
湯
﨑
知
事
は「
神
石
高
原
町
に
は
、

非
常
に
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
の
高
い
魅
力
的
な
農
畜
産
物
が
た
く

さ
ん
あ
る
。
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
認
知
度
の
更
な
る
向
上
や

販
路
開
拓
、
生
産
体
制
の
拡
充
な
ど
課
題
解
決
に
向
け
協
力

し
て
取
り
組
み
た
い
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る「
読
み
語
り
」、
町
内

図
書
館
と
の
連
携
に
よ
る「
学
校
貸
し
出
し
図

書
」、
図
書
館
司
書
に
よ
る「
つ
な
が
り
読
書

コ
ー
ナ
ー
の
設
置
」、
親
子
で
一
緒
に
読
書
に

親
し
む「
親
子
読
書
」、
卒
業
ま
で
に
読
ん
で

ほ
し
い
本
を
教
職
員
が
選
ん
だ「
神
石
小
学
校

読
書
百
選
」な
ど
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
ひ

と
つ
に
な
っ
た
取
組
が
子
ど
も
た
ち
の
読
書
意

欲
を
高
め
、表
彰
に
も
つ
な
が
っ
た
そ
う
で
す
。

「
こ
の
受
賞
を
励
み
に
、
さ
ら
な
る
取
組
を
進

め
ま
す
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

丹
下
さ
ん
は
、
神
石
高
原
町
阿
下

の
出
身
で
、
現
在
は
、
東
京
都
の
株

式
会
社
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
代
表
取
締
役
社

長
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
今
後
、
首
都
圏
と
本
町

と
の「
ヒ
ト
」や「
モ
ノ
」な
ど
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
経
済
振
興
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
町
の
魅
力
や

特
産
品
を
Ｐ
Ｒ
し
て
も
ら
い
、
全
国

に
神
石
高
原
町
を
知
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
３
月
末
を
も
っ
て
行
政
相
談
委
員
を
退
任
さ
れ
た
重
松
文
宏
さ
ん（
小

畠
）に
、
４
月
19
日
、
中
国
四
国
管
区
行
政
評
価
局
長
か
ら
総
務
大
臣
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。
重
松
さ
ん
は
、
平
成
９
年
４
月
か
ら
20
年
に
わ
た
り
行
政
相
談
委

員
と
し
て
町
民
と
行
政
の
間
に
立
ち
、
行
政
へ
の
苦
情
や
相
談
を
受
け
、
そ
の
解
決
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町からのお知らせ

総　

務　

課�

☎
８
９-

３
３
３
０

福　

祉　

課�

☎
８
９-

３
３
３
５

政
策
企
画
課�
☎
８
９-

３
３
５
１

保
健
課　

子
育
て
支
援
係�

☎
８
９-

３
３
６
８

▼ 
平
成
29
・
30
年
度
競
争
入
札
（
見
積
） 

参
加
資
格
審
査
申
請
追
加
受
付
の
お
知
ら
せ

▼ 

児
童
扶
養
手
当
・ 

特
別
児
童
扶
養
手
当
お
よ
び 

特
別
障
害
者
手
当
等
の 

手
当
額
変
更
の
お
知
ら
せ

▼ 

ご
協
力
く
だ
さ
い
～
平
成
29
年
工
業
統
計
調
査
～

▼ 

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
予
防
接
種
費
を
助
成
し
ま
す

町
が
発
注
す
る
物
品
購
入
、
事
務
機

器
等
賃
貸
借
お
よ
び
施
設
業
務
等
委
託

の
競
争
入
札（
見
積
）に
参
加
す
る
に

は
、
事
前
に
登
録
が
必
要
で
す
。
６
月

に
追
加
受
付
を
行
い
ま
す
の
で
、
町
と

取
引
を
希
望
さ
れ
る
未
登
録
業
者
の
方

は
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
４
月
分
か
ら
児
童
扶
養
手

当
な
ど
の
手
当
額
が
次
の
と
お
り
改
定

さ
れ
ま
し
た
。
該
当
さ
れ
る
方
に
は
文

書
で
金
額
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
福
祉
課
生
活
福
祉
係
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●�

こ
の
調
査
は
、
従
業
者
4
人
以
上
の
す
べ
て
の
製
造
事
業
所

が
対
象
で
す
。

平
成
29
年
４
月
か
ら
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
予
防
接
種
費
の

助
成
が
始
ま
り
ま
し
た
。

助
成
金
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
は
、
全
て
の

接
種
を
終
え
た
日
か
ら
１
カ
月
以
内
に
、
予
防
接
種
に

要
し
た
費
用
の
確
認
が
で
き
る
書
類
を
添
え
て
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

●
接
種
対
象
者

　
⑴�

１
価
ワ
ク
チ
ン
…

接
種
時
に
生
後
６
週
齢
か
ら
24
週
齢
ま
で
の
乳
児

　
⑵�

５
価
ワ
ク
チ
ン
…

接
種
時
に
生
後
６
週
齢
か
ら
32
週
齢
ま
で
の
乳
児

●�

申
請
先　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内　
保
健
課
、
本
庁

福
祉
課
、
各
支
所
町
民
課

※�

詳
し
く
は
、
保
健
課
子
育
て
支
援
係
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

手当 金額（月額）

児童扶養手当
（全部支給） 42,290 円

児童扶養手当
（一部支給）

42,280 円

～

� 9,980 円

特別児童扶養手当
（１級） 51,450 円

特別児童扶養手当
（２級） 34,270 円

特別障害者手当 26,810 円

障害児福祉手当 14,580 円

福祉手当
（経過措置分） 14,580 円

　
工
業
統
計
調
査
は
、
我
が
国
に
お
け
る
工
業

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

国
の
重
要
な
調
査
で
、
統
計
法
に
基
づ
く
報
告

義
務
の
あ
る
基
幹
統
計
調
査
で
す
。

　
調
査
の
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
行

政
施
策
の
重
要
な
基
礎
資
料
と
し
て
使
わ
れ
る

ほ
か
、
大
学
や
民
間
の
研
究
機
関
、
小
・
中
・

高
等
学
校
の
教
材
な
ど
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

●
調
査
の
時
期

　
平
成
29
年
6
月
1
日
現
在
で
調
査
し
ま
す
。

＊
調
査
票
は
5
月
末
ま
で
に
お
届
け
し
ま
す
。

　

�

調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
し
た
ら
ご
回
答
を
お

願
い
し
ま
す
。

●助成金の額及び回数
ワクチンの
種　　　類 助成金の額 助成の

回　数
１価 １回あたり 15,000 円 ２回

５価 １回あたり 10,000 円 ３回

※�１回あたりの費用の額が表の額に満たない場合は、その額を助成金
の額とします。
※助成金の額の合計額は 30,000 円を上限とします。
※この予防接種は任意の接種です。
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〒720－1522　神石高原町小畠2025
神石高原町役場政策企画課「神石高原バスケットニュース」係
E-mail　jk-kouhou＠town.jinsekikogen.lg.jp

あて先
広報神石高原では，皆さまからのお便りやお
知らせ・俳句など，お待ちしております。皆
さまでこのページをご活用ください。

バスケット
ニュース

神石
高原

神
石
高
原
町

消
費
生
活
情
報

４月１日～２日，
山口県周南市で「中
国新聞社旗・ミズノ
杯争奪�第14回�ヤン
グリーグ少年硬式野

球山口大会」が開催され，神石高原町を拠点に活
動するヤングJKB（監督　重政小次郎）が準優勝
を果たしました。この大会では，山口，広島，岡
山県から中学生の硬式野球16チームが出場。決
勝戦では府中広島’2000と対戦し，最後まで粘
り強い反撃を見せました。� （JKB保護者）

4月8日，油木地区の集会所寿楽荘で西油木百楽
会総会・カタクリ祭りが開催され，総会終了後，会
員による歌と踊りが披露されました。この踊りは，
毎年町内の特別養護老人ホームや介護施設でも披
露され皆さんに楽しんでいただいています。また，
西油木地域にあるカタク
リを絶やさないようにと
保護活動を続けられ，今
年もきれいな花を咲かせ
ました。�（西油木百楽会）

5月の行楽シーズンを前に神石高原ライオンズク
ラブ（赤木健二会長，28名）は，4月29日の同クラ
ブ結成49周年記念日に，恒例の仙養ヶ原ふれあい
ロードの整備作業を行いました。草刈りや小型重
機，板鍬などで道路両端と歩道の草や土を削り取
り，ダンプカーに積み運び去りました。冬の間に落

ちた木の葉や雪で折れた木
の枝もなくなりスッキリし
た歩道になり，観光客を迎
える一助になりました。（神
石高原ライオンズクラブ）

西油木百楽会第24回通常総会・
第20回カタクリ祭り

ヤング JKB　準優勝

行楽シーズンを前に整備作業

消
費
生
活
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル�

☎
８
９
‐
３
０
８
８

ご
相
談
は
、
本
庁
で
毎
日
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
消
費
生
活
に
つ
い
て
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

４月６日，三和地区井関で，町交通安全自治会
による『「春の全国交通安全運動」テント村』を行
いました。町長をはじめ福山北警察署長にも参加
していただきました。少し肌寒い朝でしたが，各
交通安全関係機関
と協力して「安全
運転にご協力をお
願いします！」と
元気に無事故を呼
びかけました。
（町交通安全自治会）

テント村で交通安全啓発

平
成
28
年
度
の
消
費
生
活
相
談
窓

口
へ
の
相
談
件
数
は
67
件
で
し
た
。

当
事
者
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
か

ら
の
相
談
件
数
は
49
件
で
大
半
を
占

め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
事
者
が
女
性
の
場
合
が

近
年
、
相
談
件
数
が
減
少
傾
向

（
昨
年
度
75
件
）に
は
あ
り
ま
す

が
、
手
口
は
複
雑
で
ま
す
ま
す
巧

妙
に
な
っ
て
い
ま
す
。

支
払
っ
て
し
ま
っ
た
お
金
を
取

り
戻
す
こ
と
は
極
め
て
困
難
で

す
。ま

ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

44
件
で
、
男
性
の
当
事
者
の
２
倍
で
し
た
。

町
内
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
内
容
は
、「
公
的
機
関
な

ど
を
名
乗
る
ニ
セ
電
話
」、「
利
用
し
た
覚
え
の
な
い

サ
イ
ト
か
ら
の
架
空
請
求
」、「
ヤ
ミ
金
で
借
り
入
れ

を
し
て
し
ま
っ
た
」、「
高
額
な
健
康
食
品
を
購
入
し

た
高
齢
者
の
家
族
か
ら
の
相
談
」な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
　
～
消
費
生
活
相
談
窓
口
へ
～

まちづくり推進課　☎89-3332
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日 ９時～17時曜日月日 ９時～17時曜日月 神石高原町立病院
☎85-2711  小　畠

鈴 木 ク リ ニ ッ ク
☎87-0199  福　永

吉 實 ク リ ニ ッ ク
☎82-0005  油　木

※詳しくは地域子育て支援センター（☎82-2260）へ

お ひ さま広 場 （10：00～15：00）

火
水
木

金

土

シルトピアカレッジ

シルトピアカレッジ

小畠交流会館

豊松老人福祉センター

神石老人福祉センター

シルトピアカレッジ

5月・6月の休日当番医

6 日

日

日

11

18

25

神石高原町立病院

吉實クリニック

鈴木クリニック

5

6

日

日

日

21

28

4

神石高原町立病院

鈴木クリニック

吉實クリニック

16
17
18

19
20

23
24
25
26

27

30
31
1

2
3

6
7
8
9

10

13
14
15

16
17

20
21
22
23

24

27
28
29

5月

6月

５
月

６
月

15 月
16 火 保育所開放 10：00～ 11：00

� （いずみ保育所）問☎ 87-0099
17 水
18 木 おひさま広場　カフェたいむ

10：30～ 11：30（小畠交流会館）
� 問おひさま広場�☎ 82-2260

19 金 家族関係相談 14：00～ 16：00
（保健福祉センター）（要予約）問保健課�☎ 89-3366

20 土 おひさま広場　わくわくあそび
10：30～ 11：30（シルトピアカレッジ図書館）
� 問おひさま広場�☎ 82-2260
絵本のおはなし会 14：00～
� （シルトピアカレッジ図書館）問☎ 82-2002

21 日 油木百彩館 そば祭� （油木百彩館）問☎ 82-2468
22 月
23 火 保育所開放 10：00～ 11：00

� （こばたけ保育所）問☎ 85-2718
子育て相談 13：00～ 17：00
� （こばたけ保育所）問☎ 85-2718

24 水 おひさま広場　親子でふれあい体操
10：30～ 11：30（シルトピアカレッジ図書館）
� 問おひさま広場�☎ 82-2260

25 木
26 金
27 土
28 日 油木百彩館 油木高校ナマズ祭

� （油木百彩館）問☎ 82-2468
映画鑑賞会 14：00～
� （シルトピアカレッジ図書館）問☎ 82-2002

29 月
30 火 おひさま広場　ミッフィー上映会

11：00～ 11：30（シルトピアカレッジ図書館）
� 問おひさま広場�☎ 82-2260

31 水 総合健診　豊松会場� ～６月 2日（金）
� （多目的体育館）問保健課�☎ 89-3366

1 木 人権相談所開設 10：00～ 15：00
（油木コミュニティセンター，
総合交流センターじんせきの里，豊松基幹センター，
三和協働支援センター（旧三和公民館））
� 問まちづくり推進課�☎ 89－ 3332

2 金
3 土 絵本のおはなし会 14：00～

� （シルトピアカレッジ図書館）問☎ 82-2002
4 日
5 月 総合健診　油木会場� ～８日（木）

� （油木山村開発センター）問保健課�☎ 89-3366
6 火 おひさま広場　ふれあいあそび

10：30～ 11：30（シルトピアカレッジ図書館）
� 問おひさま広場�☎ 82-2260
神石高原サロン 10：00～12：00
� （小畠交流会館）問保健課�☎ 89-3366

7 水 行政相談会 9：30～ 11：30
� （三和協働支援センター（旧三和公民館））
� 問総務課�☎ 89-3330

8 木 保育所開放 10：00～ 11：00
� （油木保育所）問☎ 82-0906

9 金 総合健診　神石会場　～ 14日（水）土日を除く
（総合交流センターじんせきの里）
� 問保健課�☎ 89-3366

10 土
11 日 油木百彩館 神石牛カレー祭

� （油木百彩館）問☎ 82-2468
12 月
13 火 アルコール相談 14：00～ 16：00

（保健福祉センター）（要予約）問保健課�☎ 89-3366
14 水 保育所開放 10：00～ 11：00

� （くるみ保育所）問☎ 85-3329
15 木 おひさま広場　親子でふれあい体操

10：30～ 11：30（小畠交流会館）
� 問おひさま広場�☎ 82-2260
総合健診　三和会場� ～ 22 日（木）土日を除く
� （三和協働支援センター（旧三和公民館））
� 問保健課�☎ 89-3366
赤ちゃん応援教室 14：00～ 15：00
� （保健福祉センター）問保健課�☎ 89-3368

16 金
17 土 おひさま広場　わくわくコンサート

10：30～ 11：30（シルトピアカレッジ図書館）
� 問おひさま広場�☎ 82-2260
絵本のおはなし会 14：00～
� （シルトピアカレッジ図書館）問☎ 82-2002

18 日 油木百彩館 そば祭� （油木百彩館）問☎ 82-2468
19 月 心の健康相談 13：00～15：00

（保健福祉センター）（要予約）問保健課�☎ 89-3366
20 火 保育所開放 10：00～ 11：00

� （いずみ保育所）問☎ 87-0099
21 水 おひさま広場　乳幼児安全法

10：30～ 11：30（シルトピアカレッジ図書館）
� 問おひさま広場�☎ 82-2260

22 木 育児相談 14：00～ 16：00
（保健福祉センター）（要予約）問保健課�☎ 89-3368

23 金
24 土
25 日 油木百彩館 油木高校ナマズ祭

� （油木百彩館）問☎ 82-2468
映画鑑賞会 14：00～
� （シルトピアカレッジ図書館）問☎ 82-2002

26 月
27 火 保育所開放 10：00～ 11：00

� （こばたけ保育所）問☎ 85-2718
子育て相談 13：00～ 17：00
� （こばたけ保育所）問☎ 85-2718

28 水
29 木 おひさま広場　クッキング

10：30～ 12：00（小畠交流会館）
� （要予約）問おひさま広場�☎ 82-2260
いきいき 100 歳体操講演会 13：30～ 15：30
� （総合交流センターじんせきの里）
� 問保健課�☎ 89-3377

30 金

平成29（2017）年 5月 6月
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有害鳥獣駆除活動へのご理解を！

有害鳥獣の捕獲は，町内の有害鳥獣駆除捕獲班の協力により行っています。
捕獲班の方は，多種多様な職に就く傍ら，町からの依頼を受け捕獲を実施
しています。捕獲に対して皆さまのご理解とご協力をお願いします。鳥獣の
捕獲を行う場合は狩猟免許が必要です。狩猟免許を持たずに捕獲を行うと法
令により罰せられますので絶対に行わないでください。また，捕獲班へ加入
される方には狩猟免許取得・銃購入などへの支援も行っています。
◎�狩猟免許申請に必要な書類は役場産業課にあります。福山会場での
狩猟免許試験の申請受付は６月15日（木）までです。
また，鳥獣被害防止のために農地を囲む電気牧柵，トタン，ワイヤーメッシュ，ネットなど
材料費の一部補助及び集落ぐるみによる柵設置も支援しています。
～平成28年度中山間地域等直接支払事業の取り組み状況について～
農地の荒廃が深刻化している中山間地域などで，管理方法や役割分担を取り決めた協定に基
づき行われる農業生産活動を支援するため，協定の面積に応じて一定額が交付される事業で，
平成12年度から実施されています。（この交付金を受けるためには，一定の要件を満たす必要
があります。）
第４期対策（27～31年度）の平成28年度は，95集落協定および５個別協定で取り組まれま
した。（協定農用地面積965ha，交付金額１億1,344万円）
詳細は，産業課農地係へお問い合わせください。

お問い合わせ  産業課 ☎89-3337

入学式

新入生宿泊研修

対面式

２．３年生遠足

４月10日，平成29年度入学式を挙行し，65名の新入
生を迎えました。塚廣基校長の入学許可，式辞，岡崎哲
夫県議様，入江嘉則神石高原町長様，丸山義道PTA会長
様の祝辞，在校生代表の生徒会長中岡優祐君の歓迎の言

入学式から１週
間，学校にも慣れ
てきた１年生が，
休暇村帝釈峡で１
泊２日の宿泊研修
を行いました。集
団生活の中で，ク

４ 月13日， 生
徒会主催の対面式
とオリエンテー
ションが開かれま
した。部活動紹介
では，実演やパ
ワーポイントでの
紹介，工夫を凝ら

前日の春の嵐が新緑の山々を洗い，遠
足日和となった４月18日，２年生は神
石高原ティアガルテン，３年生は尾道に
出かけました。２年生は，お茶のアルミ
缶を使った飯盒炊さん，自由行動，ピー
スウィンズジャパン見学など，充実した

葉，どれも新入生への期待と，
これからの飛躍を見守る温かさ
にあふれていました。その気持
ちに応えて，新入生代表立原颯
人くんが高校生活への抱負を述
べ，油木高生としての第一歩を
しっかりと刻みました。

した動画など，新入部員獲得へ並々ならぬ熱意の伝わる
パフォーマンスが続きました。14日には部活動体験が
あり，本格的な入部が始まります。

ラスメイトと仲良くなり，校歌練習や団体行動，
オリエンテーリングを楽しんでいました。少し緊
張していた生徒も，行く前と後ではずいぶん表情
も和らぎ，新しい友だちと名前を呼びあう姿も見
られました。翌日からは授業も本格的に始まり，
新入生の高校生活も軌道に乗ってきました。

時間を過ごしました。３年生は尾道
千光寺公園から尾道駅まで，文学碑
を読んだり，猫の姿を探したり，ロー
プウェイに乗ったり，友だちと思い
思いに尾道の魅力を満喫しました。
はじめての試みでしたが，両学年と
も笑顔で無事帰校しました。
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Library
Box

図書館だより

シルトピアカレッジ図書館 ☎82-2002

シルトピアカレッジ図書館だよりをご存知ですか？

図書館の特別展示のご案内や新着図書情報などを掲載した図書館だよりをほぼ
１カ月に１回のペースで発行しています。図書館はもちろん各協働支援センター，
支所にも配布していますので，ぜひご活用ください。

来月の「絵本のおはなし会」
ところ シルトピアカレッジ

図書館内児童図書コーナー

と  き 第1・３（土）ひる２時～

おはなしする人
絵本の会「ゆきんこ」

SUN MON TUE WED THU FRI

* * * * 1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 *

SAT

休館日 絵本のおはなし会

2017 6

24
31

23
30

June

だ
よ
り

神
石
高
原
サ
ロ
ン
へ

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

〈お問い合わせ先〉
　神石高原サロン連絡協議会（神石高原町保健福祉センター）　☎89-3366

２０１７年本屋大賞ついに決定！
2017年本屋大賞の順位がついに決定となりました！
今回も書店員が『ぜひ読んでほしい！』と選んだ力作ぞろい，ノミネート10作
品の中から１位に輝いたのは，恩田陸さんの『蜜蜂と遠雷』です。
順位は以下のとおりです。

現在図書館ではノミネート作・受賞作の特設展示を行っています。
また，子ども読書週間に併せた展示を児童図書コーナーで行っています。
皆さま，ぜひ図書館へお越しください。

大賞　『蜜蜂と遠雷』� 恩田　　陸
２位：『みかづき』� 森　　絵都
３位：『罪の声』� 塩田　武士
４位：『ツバキ文具店』� 小川　　糸
５位：『桜風堂ものがたり』� 村山　早紀
６位：『暗幕のゲルニカ』� 原田　マハ
７位：『ｉ』� 西　加奈子
８位：『夜行』� 森見登美彦
９位：『コンビニ人間』� 村田沙耶香
10位：『コーヒーが冷めないうちに』� 川口　俊和

「神石高原サロン」は，町内に住む障害を持つ
方および家族が集い，交流をしたり，生活におけ
る不安などを自由に話せる場です。お茶を飲みな
がらいろんな話をしませんか？

日　時 場　所 内　容

６月６日（火）
10：00 ～ 12：00

小畠交流会館
（小畠1748）

相談会（希望者）
茶話会

８月１日（火）
10：00 ～ 12：00

10月３日（火）
10：00 ～ 12：00

12月５日（火）
10：00 ～ 12：00
＊�いずれも午前10時～お昼12時まで開いていますので，都合のつく時間にお越し
ください。

＊相談員が相談をお受けします。

お問い合わせ
保 健 課

☎89-3366
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５月１日現在　（　）内は前月比

人口 9,427 人 （－15）
 男 4,507 人 （－ 2）
 女 4,920 人 （－13）
世帯 4,002 世帯 （－ 5）

人 口 と 世 帯

お
で
か
け
く
だ
さ
い
広
域
へ

※�町税等の納付は便利で確実な口座振替をご利用ください。

●固定資産税・全期分／１期分
納期限　５月31日

5 月 の 納 税

「
Ｂ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」と「
第
26
回
三
原
さ
つ
き

祭
り
」の
お
し
ら
せ

　
第
26
回
三
原
さ
つ
き
祭
り
の
会
場
内

で
備
後
圏
域
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め「
Ｂ
Ｉ

Ｎ
Ｇ
Ｏ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」が
開
催
さ

れ
ま
す
。「
備
後
の
グ
ル
メ
コ
ー
ナ
ー
」

で
は
神
石
高
原
町
か
ら
も「
く
る
み
る

会
学
校
食
堂
」が
出
店
さ
れ
ま
す
。
そ

の
他
、
備
後
の
道
の
駅
な
ど
で
使
え
る

商
品
券
や
特
産
品
が
当
た
る
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
、
ご
当
地
キ
ャ
ラ
が
登
場
す
る

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
備
後
の
魅
力
発

信
コ
ー
ナ
ー
な
ど
内
容
盛
り
だ
く
さ
ん

で
す
！
。

（
時
）５
月
27
日（
土
）

午
前
10
時
～
午
後
５
時

　
　
５
月
28
日（
日
）

�

午
前
９
時
～
午
後
４
時

（
場
）三
原
市
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
ポ
ポ
ロ
一
帯

　
（
三
原
市
宮
浦
２
丁
目
）

（
問
）三
原
市
経
営
企
画
課

　
　
☎
０
８
４
８
‐
６
７
‐
６
２
７
０

上
下
あ
や
め
ま
つ
り

　

梅
雨
の
風
物
詩
と
し
て
親
し
ま
れ

て
い
る
あ
や
め
を
は
じ
め
と
す
る
、

３
０
０
種・10
万
本
の
花
々
の
観
賞
や
、

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
屋
台
、
地
元
特

産
品
の
販
売
な
ど
も
行
わ
れ
ま
す
。

（
時
）6
月
10
日（
土
）～
25
日（
日
）

（
場
）矢
野
温
泉
公
園

　

 　
四
季
の
里
あ
や
め
園
�

（
府
中
市
上
下
町
矢
野
６
９
１
‐
2
）

（
料
）大　
人�

４
０
０
円　

　
　

 

小
中
学
生�

２
０
０
円　

（
問
）矢
野
温
泉
公
園
四
季
の
里

　
　
☎
０
８
４
７
‐
６
２
‐
４
９
９
０

あ
じ
さ
い
祭
り

　

別
名「
あ
じ
さ
い
寺
」と
呼
ば
れ
る

神
宮
寺
で
、
境
内
と
そ
の
周
辺
に
咲
く

約
80
種
３
，０
０
０
株
の
あ
じ
さ
い
を

　
６
月
１
日（
木
）か
ら
７
日（
水
）ま

で
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
普
及
週
間
で
す
。

　

広
島
県
内
で
も
Ｈ
Ｉ
Ｖ（
エ
イ
ズ
ウ

イ
ル
ス
）感
染
者
・
エ
イ
ズ
患
者
の
報

告
数（
累
計
）は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

　
感
染
を
早
期
に
発
見
し
、
適
切
な
時

期
に
治
療
を
始
め
る
こ
と
は
、
と
て
も

大
切
で
す
。

◎
ま
ず
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

相
談
・
抗
体
検
査
と
も
に
匿
名
で

行
っ
て
い
ま
す
。
当
日
に
検
査
結
果
が

分
か
る
、
迅
速
検
査
を
受
け
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

●
日
時　
毎
月
第
１
月
曜
日

　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分

※�

６
月
５
日（
月
）は
、
夜
間（
午
後

５
時
30
分
～
７
時
）も
実
施
し
ま
す
。

●
場
所　
広
島
県
福
山
庁
舎

●
相
談
・
検
査
料　
無
料

※�

予
約
が
必
要
で
す
。

　
（
検
査
日
の
前
週
の
木
曜
日
ま
で
）

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
広
島
県
東
部
保
健
所

　
福
山
支
所
保
健
課

　
　
☎
０
８
４
‐
９
２
１
‐
１
３
１
１

5
月
は
自
動
車
税
の
納
税
通

知
書
を
お
送
り
し
ま
す

エ
イ
ズ
相
談
・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体

検
査
の
お
知
ら
せ

　
県
税
の
自
動
車
税
の
納
期
限
は

　

5
月
31
日（
水
）
で
す
。

　
納
期
限
内
に
納
税
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
写
真
撮
影
会
や

あ
じ
さ
い
の
苗
の
無
料
配
布
も
あ
り
ま

す
。

　
花
の
見
ご
ろ
は
６
月
中
旬
か
ら
７
月

上
旬
で
す
。

（
時
）6
月
3
日（
土
）～
7
月
1
日（
土
）

　
　
午
前
10
時
～
午
後
5
時

（
場
）神
宮
寺

�

（
府
中
市
栗
柄
町
２
９
８
７
）

（
問
）神
宮
寺

　
　
☎
０
８
４
７
‐
４
５
‐
５
１
１
８

　
東
部
県
税
事
務
所

　
課
税
第
二
課　
自
動
車
税
係

　
☎
０
８
４
‐
９
２
１
‐
１
３
１
１
㈹

　
　
内
線
２
２
４
７ 

２
２
４
８

　
　
　
　

２
２
４
９

暮らし広場 jinsekikougen
information
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～減らそう犯罪 あなたが主役～ 広島県警察ホームページ　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/police/
福山北警察署ホームページ　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/police-fukuyamakita/

運転免許更新日のご案内

町内の
交通事故

神石高原町内
事件・事故発生状況

交通事故0の町をめざそう！

人傷事故	 1件
物損事故	 9件

減らそう犯罪

４月分

６月の免許更新日は
２日（金），16 日（金）です。

�

名
　
前�

（
自
治
振
興
会
）

お
誕
生
（
４
月
届
出
分
）

門か
ど　
　
　
奈な

那な

美み　
（

上

）

藤ふ
じ

原わ
ら

伍い
つ

希き　
（
小

畠
）

村む
ら　
上か
み　
菜な

乃の

佳か　
（
城

山
）

松ま
つ

本も
と

諒ま
さ

睦ち
か　
（
高

蓋
）

�

名
　
前�

（
自
治
振
興
会
）�

　
　
年
齢

お
悔
や
み
（
４
月
届
出
分
）

６月16日（金）でも一般・違反・初回の方の
免許更新は可能ですが，７月７日（金）に油
木交番で，講習を受けて頂くことになります。

（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）

　
６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
の
日

で
す
。
神
石
高
原
町
人
権
擁
護
委
員
連

絡
会
で
は
、
各
地
区
で
人
権
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の

で
、
悩
み
や
困
り
ご
と
を
人
権
擁
護
委

員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
相
談
無
料
）

●
開
設
日　
６
月
１
日
（
木
）

●
会
　
場

・
油
木
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

・
総
合
交
流
セ
ン
タ
ー
じ
ん
せ
き
の
里

・
豊
松
基
幹
セ
ン
タ
ー

・
三
和
協
働
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
旧
三
和
公
民
館
）

●
開
設
時
間

　
い
ず
れ
の
会
場
も

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

●
相
談
内
容

・�

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
起
こ
る
さ
ま

ざ
ま
な
問
題

・�

家
庭
内
、
借
地
借
家
、
近
隣
間
の
も

め
ご
と
、
悩
み
ご
と
な
ど

・�

い
じ
め
、
体
罰
、
部
落
差
別
、
女
性

差
別
、
障
害
者
、
高
齢
者
、
外
国
人

な
ど
の
差
別
問
題
な
ど

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　
　
☎
８
９
‐
３
３
３
２

人
権
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

《
お
知
ら
せ
》　
平
成
29
年
４
月
よ
り
、「
赤
ち
ゃ
ん
誕

生
放
送
」を
行
っ
て
い
ま
す
。�

（
希
望
者
の
み
）

死亡事故
飲酒運転
の防止

　今年に入り，神石高
原町内で死亡事故や飲
酒がらみの事故が発生
しています。
どちらも一度起こして
しまえば 免 許 証を始
め，信用や職など多く
のものを失ってしまい
ます。
　車を運転する際，『今
まで大丈夫だった』は
全く当てになりません。
　飲 酒運転について
は，お酒や車を提供し
た人や同乗者に対して
も，運転した人と同じ
罰がかかります。
　自身が行わないのは
もちろん，周りにもさ
せないようにしましょ
う。

火　　災　１件
立入禁止　６件

自転車ルールを守りましょう

上う
え

川か
わ

寅と
ら

夫お　
（
西
油
木
）�

77
歳

重し
げ

藤と
う

一か
ず

夫お　
（
父
木
野
）�

73
歳

後ご　
藤と
う　
マ
サ
子こ　
（
上
豊
松
）�

96
歳

内な
い　
藤と
う　
富ふ

美み

子こ　
（
有

木
）�

90
歳

名み
ょ
う

地じ

　

惠め
ぐ
む　
（
城

山
）�

84
歳

立た
て　
石い
し　
ウ
メ
ヨ　
（
草

木
）�

102
歳

馬う
ま
屋や

原は
ら　
芳よ
し　
重え　
（
小

畠
）�
88
歳

大お
お

田た

惠け
い

子こ　
（

上

）�
67
歳

後ご

藤と
う

桃も
も

代よ　
（
安

田
）�
97
歳

伊い　
藤と
う　
　
　
つ
か
さ　
（
な
が
の
村
）�

89
歳

葊ひ
ろ　
上か
み　
ヲ
ム
ラ　
（
西
油
木
）�

98
歳

細ほ
そ

川か
わ

　

肇は
じ
め　
（
福

永
）�

79
歳

中な
か

村む
ら

敬け
い

子こ　
（
高

蓋
）�

76
歳

井い　
平ひ
ら　
カ
子ね

コ　
（
高

光
）�

95
歳

山や
ま

本も
と

芳よ
し

美み　
（
古

川
）�

93
歳

近ち
か　
﨑ざ
き　
壽す

美み

子こ　
（
な
が
の
村
）�

86
歳

門も
ん

田で
ん

艶つ
や

子こ　
（
上
豊
松
）�

91
歳

自転車は，通勤や通学，近場の
買い物など，子どもから大人まで
とても身近な乗り物ですが，自転
車も車両に含まれ，さまざまな交
通ルールが定められています。も
し，ルールを守らなければ，事故の被害者ではな
く，加害者になってしまう場合もあります。
事故を起こさないためにも，自転車に乗る際
は，自転車の交通ルール（自転車安全利用五則）
を守り，安全に乗りましょう。

自転車安全利用五則
１　自転車は車道が原則，歩道は例外
２　車道は左側を通行
３　歩道は歩行者優先で，車道寄りを徐行
４　安全ルールを守る　　
　　　　飲酒運転・二人乗り・並進の禁止
　　　　夜間はライトを点灯
　　　　�交差点では信号遵守と一時停止・�

安全確認
５　子どもはヘルメットを着用
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〝
農
業
は
命
の
生
か
し
合
い
＂こ
だ
わ
り
の

�

有
機
野
菜
で
安
全
安
心
を
届
け
る

体
や
環
境
に
優
し
く
栄
養
価
も
高
い
、
安
全
で
安
心
な
お
い
し
い

有
機（
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
）野
菜
が
年
々
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
が
、　

伊
㔟
村
さ
ん
ご
夫
婦
が
営
ま
れ
る「
こ
だ
わ
り
農
場
」で
は
、
全
国

に
先
駆
け
40
年
も
前
か
ら
有
機
農
業
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

化
学
肥
料
や
農
薬
を
一
切
使
用
せ
ず
栽
培
さ
れ
た「
こ
だ
わ
り
農

場
」の
農
産
物
の
中
で
も
ひ
と
き
わ
脚
光
を
浴
び
て
い
る
の
は
、
え

ご
ま
を
搾
っ
て
作
ら
れ
た〝
え
ご
ま
油
バ
ー
ジ
ン
オ
イ
ル
〟で
す
。

先
日
も
、「
Ｔ
Ｖ
で
活
躍
中
の
モ
デ
ル
・
女
優
が
ご
愛
用
」と
雑
誌

で
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

伊
㔟
村
さ
ん
が
、
こ
の〝
え
ご
ま
油
〟を
作
ら
れ
た
き
っ
か
け
は

「
自
給
自
足
」。
食
用
油
を
作
り
た
い
が
、
体
に
い
い
も
の
は
何
か

と
勉
強
し
て
き
た
結
果〝
え
ご
ま
油
〟に
い
き
つ
い
た
そ
う
で
す
。

え
ご
ま
油
は「
畑
の
青
魚
」と
も
呼
ば
れ
、
え
ご
ま
油
に
含
ま
れ

る
成
分
が
生
活
習
慣
病
の
予
防
な
ど
健
康
や
美
容
に
効
果
が
あ
る
と

さ
れ
全
国
的
に
も
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。

伊
㔟
村
さ
ん
は
、「
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
・

人
間
重
視
の
時
代
」と
、
消
費
者
と
生
産
者
が
共
に
話
し
合
い
、
わ

か
ち
合
っ
て
何
が
本
物
か
を
互
い
に
見
極
め
て
食
べ
る「
顔
の
見
え

る
運
動
」を
長
年
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
農
村
環
境
を
守
る
た
め
に
は
農
業
を
続
け
る
こ
と
、
若

い
人
が
入
っ
て
持
続
可
能
な
農
業
に
す
る
こ
と
が
重
要
」と
、
か
た

つ
む
り
の
会
や
福
山
市
学
校
給
食
へ
の
野
菜
の
納
入
な
ど
町
内
の
仲

間
と
共
に
取
り
組
ま
れ
る
だ
け
で
な
く
、
他
の
市
町
の
方
と
も
手
を

結
び
持
続
可
能
な
農
業
の
実
現
に
向
け
て
長
年
に
わ
た
り
ご
尽
力
さ

れ
て
い
ま
す
。

相 渡 自 治 振 興 会

伊
い

㔟
せ

村
む ら

　文
ふ み

英
ひ で

さん

兼
かね

定
さだ

　拓
ひろ

輝
き

ちゃん（いちば）

☆親の願い
元気で兄ちゃんと
仲良くね。

村
むら

上
かみ

　陸
りく

斗
と

ちゃん（福永）

☆親の願い
笑顔を忘れず、
元気で大きくなってね！

神石高原町

生き活き
　　 ネットワーク

神石高原町民憲章
●みんなで　人

じん

生を楽しもう
●みんなで　元

げん

気に暮らそう
●みんなで　責

せき

任を持とう
●みんなで　挑

ちょう

戦しよう
●みんなで　行

こう

動しよう

No.86

2歳のおたんじょうびのお友達を紹介します。

この広報紙は環境にやさしい再生紙と，大豆油インキを使用しています。
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